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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
深水 弘一

「お客様に、あらゆる努力を惜しまず、最高の成果品を提供する。」
山王株式会社は「既存事業の高度化」と「新規事業の創出」を二本柱とし、会社全体の持続的発展を実
現します。そのために既存事業である工事事業の成⾧、舗装補修材の生産工場の新設及び増築を行いま
す。また、現在委託製造を行っている橋梁補修材の自社製造体制を構築。その他、橋梁伸縮装置の止水
工事（SMジョイント）も国内外でニーズが増加しており、2026年1月にはカンボジアでの施工も決定し
ました。理念を胸に今後は既存事業への投資を積極的に行い、新規事業の創出にも邁進してまいります。

・舗装補修材製造工場の生産体制
・橋梁補修材（シール材）の外部委託製造から自社製造へ
・生産者の増員
・SMジョイントの国内外の施工体制の強化
・橋梁補修技術者の強化

SMジョイント工法 (橋梁補修)

〇本社所在地:熊本県熊本市東区
〇事業概要:土木・建設業
〇常時使用する従業員:50名
（2025年6月時点）
〇現在の売上高:26億円
（ 2025年6月期）
〇法人番号:4330001001893
〇Web: https://kumamoto-sanou.co.jp/

山王株式会社（建設業）

・舗装補修材、橋梁工事、橋梁補修材それぞれ責任者を任命
週に1回の定例会議を行い管理を行っていく

・建築工事責任者の配置、工場の早期竣工
・国内シール材工場との生産連携
・ロボット開発企業との連携
・熟練技術者による、定期的な講習会の実施
・国外営業のための人材確保

▼工場の新設及び増築
・舗装補修材の生産量の増加
・橋梁補修材（シール材）を自社製造に切替え国内外の販路拡大
・AIやロボットを活用した生産体制の構築
・仕入れから施工まで一気通貫で行う組織体系の構築

▼人材育成
・橋梁補修工事の技術者を育成、受注体制を強化する

2035年の売上げ達成に向け、補修材や橋梁補修材の生産工場を新設し、橋
梁工事の営業活動をより積極的に行いつつ、年平均20％の成⾧を目指す。
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